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令和 5 年は皆様にとってどんな年になったのでしょうか。  

私は 4 月から前  常盤光弘院長より院長職を引き継ぎ、高塚副院長、新中須医局長、秋

廣事務長、上原看護部長はじめ多くの職員に支えられ、いろいろ勉強をする年となりま

した。病院経営、働き方改革、医療デジタルトランスフォーメーションなど勉強するこ

とはいっぱいありました。そのなかで 5 月にコロナ感染症が５類に引き下げられ、世間

一般は元通りの日常を取り戻しつつあります。当院も 10 月には病院健康まつりを開催

し、11 月はおはら祭前夜祭への参加などさまざまな行事も再開されました。が、しかし、

コロナの再流行、インフルエンザの流行など、まだまだ元通りの日常というわけにはい

かない 1 年だったと思います。  

病院体制としては、2 月の病床再編において 4～8 階の５つの階にあった病棟を 4・5

階の地域包括ケア病棟（58 床）、7 階の一般病棟（35 床）、8 階緩和ケア病棟（22 床）

に改編・集約しました。6 階には 11 月に別館 2 階から医局を移転し、別館 1 階の通所リ

ハビリのウェルネスじあいが別館 4 階に移動し、入院リハビリと同敷地となりました。

そして、別館の 1・2 階は来年 5 月（予定）から新たな健康管理センターとして始動す

ることが計画されております。  

病院機能としては 4 月に在宅療養支援病院 2（機能強化型）を取得。8 月には病院機

能評価 3rdG:Ver.3.0 を受審しました。医療制度が変わりゆく中で病院自体の規模を拡大

するために、現在ある病床の機能強化、専門性の充実、健診部門の充実、訪問診療部門

の強化、訪問診療機関との連携強化などが必要になっていきます。  

法人としては今村総合病院を軸にかごしまオハナクリニック、高麗町クリニックと法

人内連携を築くとともに、近隣医療機関との交流を行いながら病 -病連携、病 -診連携、

病院-介護事業所等の連携強化を開始しました。現時点では限定的な集まりしかできてい

ませんが、来年こそは face to face でお互いの思いを話し合える日が来ることを期待し

ております。  

当院はまだまだ進化し続けます。進化する意欲をもった職員・仲間がいづろ今村病院

の財産であります。そして、ご協力・ご支援いただきました地域・近隣医療機関の皆様

に多大なる感謝を申し上げまして、年末の挨拶とさせていただきます。  

 

 

いづろ今村病院  院長 長野 真二郎 
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2023 年 10 月 14 日土曜日に 4 年ぶりとなる健康まつりを開催いたしました。 

ご自身の体の状態を知る健康チェックコーナーとして、診療放射線科による「骨密

度測定」、臨床検査科による「塩分摂取量測定」、リハビリテーション部による「ロコ

モチェック・運動指導」、看護部による「血圧測定」「血糖測定」を実施いたしました。

また、健康相談コーナーとして「医師による健康相談」「保健師による健康相談」、薬

剤部による「お薬相談」、栄養管理部による「栄養相談」、地域連携室による「介護・

福祉相談」、地域包括ケア部門による「認知症ケア相談」、視能訓練士による「色覚体

験」、看護部による「オレンジバルーンプロジェクト」を実施いたしました。その他、

病院の駐車場では架け橋や協賛業者のご協力を頂き、「おもちゃの金魚すくい」「LINE

のお友達登録くじ」などお子様も一緒に楽しめるコーナーも充実しており、多数のブ

ースで地域の皆様との交流、コミュニケーションを深める機会となりました。 

参加していただいた方からは「体のことが少しでもわかるので、ありがたいです」

「自身の健康に気づきがあった」「介護などの状態になった時の話しなどを親とする

良い機会となった」「体を大切にしたいと思いました」「折り込みチラシを見て初めて

参加しました。来年も参加してみたいと思いました」など嬉しいご意見、ご感想をい

ただきました。 

今年度参加していただいた方々からのご意見やご感想を参考に、来年度更に充実し

た内容で、より地域の皆様と交流できる機会になる健康まつりを目指していきたいと

思っています。ぜひ来年度の健康まつりもご期待ください。 


